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局、1218 年に出発していた第 5 回十字軍に自ら
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イタリアに戻ったフリードリヒはこのムスリム
勢力に手を焼くことになる。1224 年 3 月、フリ






 ホノリウスは 1225 年にフリードリヒとサ
ン・ジェルマーノで会見して十字軍問題を話し
合い、フェレンティーノで定めた期日である
1225 年を再度延期し、1227 年 8 月 15 日とする
とともに、2000 人の騎士と 625 ポンドのシチリ
ア金の資金を拠出することとし、もし出発しな
ければ破門されることが定められた12。 
















に 1227 年 8 月に出発すると約束し、できなけれ
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1207 年 9 月にはヴィテルボで「教皇領会議」
が開催され、司教、修道院長、伯、豪族、さら
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1221 年 8 月、1223 年 6 月には南イタリアの司
教の指名はフリードリヒの権限ではない、と言
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2 万 5 千から 3 万フィオリーニであったが、そ
れはグレゴリウスがイングランドなどでの十分
の一税で得た８万リーブラ(価値はフィオリー










述べた。1229 年 6 月には、派遣された兵の士





ツァは 1229 年 2 月に教皇の要請に応えて騎士
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D. Abulafia, Frederick II, xii. から筆者が作成。 
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